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低流速時における炉⼼内気液二相流挙動把握のため高温高圧の蒸気―水を用いて実施した、ワイヤーメッ

シュセンサーによる模擬燃料集合体内ボイド率分布計測試験の結果を報告する。 
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1. 緒言 

過酷事故を含む事故時の炉⼼冷却を評価する上では、ポンプなどが停止した低流速条件での気液⼆相流の

挙動の把握が重要となる。本研究では低流速時における、炉内の気液二相流挙動を実験的に把握するため、

ワイヤーメッシュセンサーを用いて 4×4の発熱模擬燃料集合体内ボイド率分布の計測を行っている。本報

ではワイヤーメッシュセンサーを用いて計測を行った蒸気-水系二相流のボイド率分布及び流速について

報告する。 

2. 実験装置及び結果 

試験装置は既報[1]と同様の 4×4 

模擬バンドル内に、9×9 の 2 層ワ

イヤーメッシュセンサーを流れ方

向二箇所に設置している。図 1 に、

試験条件 2.6MPa 、 jl=0.55m/s 、

jg=2.17m/s での上流側計測位置にお

ける瞬時ボイド率分布の一例を示す。(a)から(b)にかけ

てのボイド率の増加及び(b)から(c)にかけてのボイド

率の減少がみられ、大気泡が通過したものと推測でき

る。図 2 に、ワイヤーメッシュ 2 層間のボイド率の相

関に基づく流れ方向の速度分布を示す。(a)は図１(a)に

おける速度分布を、(b)は図１(c)における速度分布であ

る。大気泡通過前は正の速度分布が多く見られるのに

対し、通過後は逆流によると思われる負の速度が周辺部で確認できる。 

3. まとめ 

事故時を模擬した低流速条件で、ボイド率及び流れ方向流速分布を計測した。今後、速度分布計測の不

確かさの確認及び断面内速度成分を含む３次元の速度分布の評価を実施する予定である。 
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(a)大気泡通過前  (b)大気泡通過中  (c)大気泡通過後 

図 1 瞬時ボイド率分布 

    

(a)大気泡通過前  (b)大気泡通過後 

図 2 速度分布 
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